
長崎だより 長崎だより

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会
出典：日本風力発電協会

図２：技術者を育成する長崎海洋アカデミー

図１：国内の洋上風力発電に必要な技術者（エンジニア）と技能者（テクニシャン）の人数

　

 

本
稿
の
概
要

　
2
0
2
0
年
10
月
、菅
内
閣
総
理
大

臣
は
、日
本
が
2
0
5
0
年
ま
で
に
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、様
々
な
施
策

が
必
要
で
す
が
、洋
上
風
力
発
電
は
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
第
６
位
の
排
他
的
経
済
水
域

を
保
有
す
る
日
本
に
は
、洋
上
風
力
発

電
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、日
本

政
府
は
、2
0
4
0
年
ま
で
に
30
G
W

か
ら
45
G
W
の
洋
上
風
力
発
電
の
設
置

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

※
1
G
W
は
1
0
0
万
k
W
、原
発
1
基
分
に
相

　
当
。30
〜
45
G
W
は
原
発
30
〜
45
基
に
相
当
す
る

　
設
備
容
量
。

　
一
方
で
、日
本
は
、こ
れ
ま
で
欧
州
の

北
海
油
田
の
よ
う
な
、海
洋
構
造
物
の

設
計
や
運
用
の
経
験
に
乏
し
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
、そ
の
設
計
や
運
用
を
行

う
人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。現
在
国

内
に
は
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る
技
術

者
と
技
能
者
は
合
計
で
5
千
人
程
度
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風
力
発
電

協
会
の
推
計
で
は
2
0
3
0
年
に
は

約
1
万
6
千
人
、2
0
4
0
年
に
は
約
3

万
8
千
人
、2
0
5
0
年
に
は
約
4
万
9

千
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、洋
上
風
力
発
電
を
支
え

る
技
術
者
、技
能
者
の
育
成
を
行
う
特

定
非
営
利
活
動
法
人
長
崎
海
洋
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会（
以

下
、当
会
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

 

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラス
タ
ー

    

形
成
推
進
協
議
会
の
概
要

　
当
会
は
、2
0
1
4
年
に
長
崎
県
内

で
、海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む

新
た
な
海
洋
産
業
に
参
入
意
欲
の
あ
る

民
間
企
業
群
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

N
P
O
法
人
で
あ
り
、現
在
の
正
会
員

数
は
約
1
0
0
法
人
で
す
。現
在
多
数

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
回
紹
介

す
る
長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー
及
びN

O
A
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の
事
業
の
他
、環
境
省

の
実
証
事
業
で
あ
る
五
島
奈
留
瀬
戸
に

お
け
る
潮
流
発
電
事
業
や
長
崎
市
伊
王

島
周
辺
の
実
海
域
で
の
実
証
実
験
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
元
の
西

彼
南
部
漁
業
協
同
組
合
と
当
会
で
、

海
域
を
利
用
し
た
実
験
に
関
す
る
基

本
協
定
を
結
び
、地
元
関
係
者
へ
の
説

明
や
調
整
を
当
会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、企
業
や
研
究
機
関
の
実
海
域
で
の

実
験
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
現
す
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
海
域
で
洋
上

機
器
や
水
中
機
器
等
の
試
験
を
行
い
た

い
場
合
は
、是
非
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー
が

 

　取
り
組
む
技
術
者
の
育
成

　　
長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー（
正
式
名
称
：

長
崎
海
洋
開
発
人
材
育
成
・フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
）は
、今
後
急
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
を
含
む
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
の
分
野

に
お
け
る
海
洋
開
発
人
材
の
育
成
の
場

と
し
て
、日
本
財
団
や
長
崎
県
の
支
援

を
受
け
2
0
2
0
年
10
月
に
開
講
し
ま

し
た
。全
国
の
洋
上
風
力
発
電
の
開
発

に
関
わ
る
企
業
を
中
心
に
し
た
受
講
者

の
方
々
へ
、長
崎
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
て

研
修
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。洋
上

風
力
発
電
は
、今
後
10
年
程
度
の
間
に
急

速
な
発
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
、欧
州
に
お
け
る
北
海
油
田
の
よ
う
な

沖
合
の
技
術
開
発
経
験
の
少
な
い
日

本
で
は
、海
洋
開
発
を
行
う
専
門
人
材

の
数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。現
在
、海
洋

開
発
を
行
う
技
術
者
は
国
内
に
3
千
人

程
度
で
す
が
、
国
の
目
標
で
あ
る

2
0
4
0
年
30
G
W
〜
45
G
W
の
洋
上

風
力
発
電
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、日

本
風
力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
１
万
４

千
人
ほ
ど
の
技
術
者
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
土
が
狭
く
、四
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
に
と
っ
て
洋
上
風
力
産
業
に
は

大
き
な
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
海
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活

か
し
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
し
て

い
く
た
め
に
、海
洋
を
う
ま
く
活
用
す
る

た
め
の
専
門
知
識
を
備
え
た
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。長
崎
海
洋
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、コ
ー
ス
を
年
間
20
回
程

度
開
催
し
、年
間
2
0
0
数
十
名
の
方

が
受
講
し
て
い
ま
す
。教
育
の
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、洋
上
風
力
発
電
産
業
の
歴
史
が

長
く
、人
材
教
育
も
活
発
な
欧
州
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、日
本
の
企
業
の
方
々

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、入
札
制
度
や
海
域
の
利
用
に

関
わ
る
法
律
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て

ル
ー
ル
が
異
な
る
た
め
、そ
の
分
野
に
つ

い
て
は
当
会
と
日
本
海
事
協
会
や
国
内

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、金
融
会
社

等
と
協
力
し
、日
本
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
し
、研
修
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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取
り
組
む
技
能
者
の
育
成

　　
こ
れ
か
ら
実
際
の
洋
上
風
力
発
電
所

の
建
設
や
運
転
保
守
が
始
ま
り
、洋
上

の
現
場
で
の
仕
事
を
行
う
技
能
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
内
に
は
洋
上

風
力
発
電
に
関
わ
る
技
能
者
が
2
千
人

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風

力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
、2
0
3
0

年
に
約
9
千
人
、2
0
4
0
年
に
約
2
万

4
千
人
の
技
能
者
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。当
会
は
、日
本
財
団
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、2
0
2
4
年
11
月

に
洋
上
風
力
の
技
能
者
を
訓
練
、育
成

す
る
た
め
の
施
設
で
あ
るN

O
A
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を
、長
崎
市
伊
王
島
に

開
講
し
ま
し
た
。

　
洋
上
で
の
作
業
の
安
全
を
考
え
る
上

で
、私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

1
9
8
8
年
に
北
海
油
田
の
大
規
模
な

火
災
事
故
で
す
。パ
イ
パ
ー
・ア
ル
フ
ァ
と

い
う
石
油
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
大

規
模
な
爆
発
、火
災
が
発
生
し
、1
6
7

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。事
故

の
原
因
分
析
か
ら
は
、多
く
の
教
訓
が
得

ら
れ
、特
に
石
油
・
ガ
ス
産
業
に
お
け
る

安
全
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。主
な
事
故
の
原
因
は
、作
業
許

可
手
続
き
の
不
備
、緊
急
対
応
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、安
全
文
化
の
欠
如
で
し
た
。

企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、作
業
手
順
書

の
整
備
と
運
用
の
徹
底
、緊
急
対
応
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、現
場
で
働
く
人
た
ち
の
訓

練
を
通
じ
た
安
全
文
化
の
醸
成
が
必
要

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、 

安
全
文
化
を
構
築

し
、従
業
員
が
安
全
を
最
優
先
に
考
え

行
動
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
結
論
付
け
ら
れ
、石
油

業
界
主
導
で
共
通
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基

準
と
安
全
規
制
を
策
定
し
、労
働
者
の

安
全
と
技
術
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
るO

ffshore  Petroleum  

Industry  Training  O
rganization

（
以
下
、O
P
I
T
O
）が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
O
P
I
T
O
は
、安
全
性
や
技
能
の

向
上
を
目
指
し
、業
界
全
体
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
標
準
を
策
定
し
、認
定
機
関
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。現
在
は
世
界
中
で

O
P
I
T
O
認
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
お
り
、石
油
お
よ
び
ガ
ス
業
界

の
労
働
者
に
と
っ
て
標
準
的
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、日
本
で
は
ま
だ

黎
明
期
で
あ
り
、実
際
に
運
転
を
行
っ
て

い
る
風
力
発
電
所
は
北
海
道
石
狩
湾
新

港
、秋
田
港
、能
代
港
等
、数
箇
所
に

限
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

洋上風力発電に関わる
人材育成の取り組み

特定非営利活動法人 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会
理事・訓練施設長　松尾 博志

し
た
。NO

A

 T
R
A
IN
IN
G

で
は
、

表
２
の
よ
う
に
洋
上
風
力
の
現
場
で
働

く
技
能
者
の
安
全
に
関
わ
る
訓
練
を

2
0
2
4
年
の
11
月
か
ら
提
供
し
、年
間

1
千
人
の
技
能
者
の
育
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
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に
は
6
名

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。元
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
出
身
で
、防
衛
省
の
海
将
補
を

務
め
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、長
年
救

急
救
助
の
現
場
で
活
躍
し
て
き
た
救
急

救
命
士
、元
海
上
保
安
官
、造
船
技
術

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
有

し
て
お
り
、専
門
性
を
活
か
し
た
訓
練
を

提
供
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、新
た
に「
技
能
訓
練
棟
」を
建
設
し
、

電
気
・
機
械
・
油
圧
・ボ
ル
ト
締
結
・
据
付

に
関
す
る
技
能
的
な
訓
練
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
6
年
度
に
は
、実
際
の

洋
上
風
力
の
現
場
と
同
じ
環
境
で
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
の
洋
上
タ
ワ
ー
を
長

崎
市
高
島
沖
に
建
設
し
、実
際
の
ア
ク
セ

ス
船
も
建
造
し
た
上
で
、洋
上
で
の
風
車

へ
の
乗
り
移
り
の
訓
練
や
、動
揺
す
る
ア

ク
セ
ス
船
か
ら
タ
ワ
ー
へ
安
全
に
荷
物
を

上
げ
下
ろ
し
す
る
訓
練
な
ど
、よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

図
５
に
示
す
洋
上
タ
ワ
ー
は
、技
能
者
の

育
成
の
た
め
に
建
設
す
る
も
の
で
す
が
、

場
所
は
前
述
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
船
や
水

中
機
器
等
の
研
究
開
発
や
実
験
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　   

今
後
の
展
望

　　
こ
こ
ま
で
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る

リ
ス
ク
と
、安
全
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、先
行
す
る
欧
州
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。欧
州

の
洋
上
風
力
業
界
で
の
事
故
件
数
は
、

毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
6
年
以
降
、死
者
は
一
人
も
出

し
て
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
危
険
度
が
高

い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
洋
上
の
作
業
で

す
が
、訓
練
を
通
じ
た
個
々
の
ス
キ
ル
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
、事
故
は
減
ら
せ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本
に

お
い
て
も
、質
の
高
い
訓
練
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、洋
上
風
力
発
電
産
業
に
お

け
る
事
故
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
高
度
な
工
学
的
な
知

識
を
持
ち
、洋
上
風
車
の
ト
ラ
ブ
ル
シュ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、故
障
予
知
、点
検
業
務
、

R
O
V（Rem

otely  O
pe
rated  

V
eh
ic
le

、遠
隔
操
作
で
動
く
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
）の
操
作
や
管
理
等
に
精
通
す
る

高
度
技
能
者
の
育
成
や
技
術
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
海

洋
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

日
本
の
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、今
後
も
当
会
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

1

2
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Profile

長崎県長崎市出身。長崎県立長崎東高校卒業
後、東京大学理科１類に進学、工学部船舶海洋工
学科、及び大学院環境海洋工学専攻を修了。大学
院卒業後は（株）野村総合研究所で10年間、経営
コンサルタントとして、大手製造業の経営計画の策
定などの業務を行った。2011年に東京で東日本大
震災を経験し、福島原子力発電所の事故を見たこ
とで、再生可能エネルギーの重要性が高まると考
え、洋上風力発電や潮流発電等の海洋再生可能
エネルギーの導入に向けて活動を行うために、震災
の翌年の2012年に東京から地元長崎市にUター
ンして活動を開始した。現在はNPO法人長崎海洋
産業クラスター形成推進協議会の理事、洋上風力
技能者向け訓練施設の施設長、長崎海洋アカデ
ミーの講師を務める。

特定非営利活動法人
長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

理事・訓練施設長　松尾 博志
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長崎だより 長崎だより

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会
出典：日本風力発電協会

図２：技術者を育成する長崎海洋アカデミー

図１：国内の洋上風力発電に必要な技術者（エンジニア）と技能者（テクニシャン）の人数

　

 

本
稿
の
概
要

　
2
0
2
0
年
10
月
、菅
内
閣
総
理
大

臣
は
、日
本
が
2
0
5
0
年
ま
で
に
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、様
々
な
施
策

が
必
要
で
す
が
、洋
上
風
力
発
電
は
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
第
６
位
の
排
他
的
経
済
水
域

を
保
有
す
る
日
本
に
は
、洋
上
風
力
発

電
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、日
本

政
府
は
、2
0
4
0
年
ま
で
に
30
G
W

か
ら
45
G
W
の
洋
上
風
力
発
電
の
設
置

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

※
1
G
W
は
1
0
0
万
k
W
、原
発
1
基
分
に
相

　
当
。30
〜
45
G
W
は
原
発
30
〜
45
基
に
相
当
す
る

　
設
備
容
量
。

　
一
方
で
、日
本
は
、こ
れ
ま
で
欧
州
の

北
海
油
田
の
よ
う
な
、海
洋
構
造
物
の

設
計
や
運
用
の
経
験
に
乏
し
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
、そ
の
設
計
や
運
用
を
行

う
人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。現
在
国

内
に
は
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る
技
術

者
と
技
能
者
は
合
計
で
5
千
人
程
度
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風
力
発
電

協
会
の
推
計
で
は
2
0
3
0
年
に
は

約
1
万
6
千
人
、2
0
4
0
年
に
は
約
3

万
8
千
人
、2
0
5
0
年
に
は
約
4
万
9

千
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、洋
上
風
力
発
電
を
支
え

る
技
術
者
、技
能
者
の
育
成
を
行
う
特

定
非
営
利
活
動
法
人
長
崎
海
洋
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会（
以

下
、当
会
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

 

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラス
タ
ー

    

形
成
推
進
協
議
会
の
概
要

　
当
会
は
、2
0
1
4
年
に
長
崎
県
内

で
、海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む

新
た
な
海
洋
産
業
に
参
入
意
欲
の
あ
る

民
間
企
業
群
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

N
P
O
法
人
で
あ
り
、現
在
の
正
会
員

数
は
約
1
0
0
法
人
で
す
。現
在
多
数

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
回
紹
介

す
る
長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー
及
びN

O
A

 

T
R
A
IN
IN
G

の
事
業
の
他
、環
境
省

の
実
証
事
業
で
あ
る
五
島
奈
留
瀬
戸
に

お
け
る
潮
流
発
電
事
業
や
長
崎
市
伊
王

島
周
辺
の
実
海
域
で
の
実
証
実
験
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
元
の
西

彼
南
部
漁
業
協
同
組
合
と
当
会
で
、

海
域
を
利
用
し
た
実
験
に
関
す
る
基

本
協
定
を
結
び
、地
元
関
係
者
へ
の
説

明
や
調
整
を
当
会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、企
業
や
研
究
機
関
の
実
海
域
で
の

実
験
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
現
す
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
海
域
で
洋
上

機
器
や
水
中
機
器
等
の
試
験
を
行
い
た

い
場
合
は
、是
非
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー
が

 

　取
り
組
む
技
術
者
の
育
成

　　
長
崎
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー（
正
式
名
称
：

長
崎
海
洋
開
発
人
材
育
成
・フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
）は
、今
後
急
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
を
含
む
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
の
分
野

に
お
け
る
海
洋
開
発
人
材
の
育
成
の
場

と
し
て
、日
本
財
団
や
長
崎
県
の
支
援

を
受
け
2
0
2
0
年
10
月
に
開
講
し
ま

し
た
。全
国
の
洋
上
風
力
発
電
の
開
発

に
関
わ
る
企
業
を
中
心
に
し
た
受
講
者

の
方
々
へ
、長
崎
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
て

研
修
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。洋
上

風
力
発
電
は
、今
後
10
年
程
度
の
間
に
急

速
な
発
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
、欧
州
に
お
け
る
北
海
油
田
の
よ
う
な

沖
合
の
技
術
開
発
経
験
の
少
な
い
日

本
で
は
、海
洋
開
発
を
行
う
専
門
人
材

の
数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。現
在
、海
洋

開
発
を
行
う
技
術
者
は
国
内
に
3
千
人

程
度
で
す
が
、
国
の
目
標
で
あ
る

2
0
4
0
年
30
G
W
〜
45
G
W
の
洋
上

風
力
発
電
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、日

本
風
力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
１
万
４

千
人
ほ
ど
の
技
術
者
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
土
が
狭
く
、四
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
に
と
っ
て
洋
上
風
力
産
業
に
は

大
き
な
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
海
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活

か
し
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
し
て

い
く
た
め
に
、海
洋
を
う
ま
く
活
用
す
る

た
め
の
専
門
知
識
を
備
え
た
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。長
崎
海
洋
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、コ
ー
ス
を
年
間
20
回
程

度
開
催
し
、年
間
2
0
0
数
十
名
の
方

が
受
講
し
て
い
ま
す
。教
育
の
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、洋
上
風
力
発
電
産
業
の
歴
史
が

長
く
、人
材
教
育
も
活
発
な
欧
州
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、日
本
の
企
業
の
方
々

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、入
札
制
度
や
海
域
の
利
用
に

関
わ
る
法
律
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て

ル
ー
ル
が
異
な
る
た
め
、そ
の
分
野
に
つ

い
て
は
当
会
と
日
本
海
事
協
会
や
国
内

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、金
融
会
社

等
と
協
力
し
、日
本
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
し
、研
修
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

 N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

が

　

 

取
り
組
む
技
能
者
の
育
成

　　
こ
れ
か
ら
実
際
の
洋
上
風
力
発
電
所

の
建
設
や
運
転
保
守
が
始
ま
り
、洋
上

の
現
場
で
の
仕
事
を
行
う
技
能
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
内
に
は
洋
上

風
力
発
電
に
関
わ
る
技
能
者
が
2
千
人

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風

力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
、2
0
3
0

年
に
約
9
千
人
、2
0
4
0
年
に
約
2
万

4
千
人
の
技
能
者
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。当
会
は
、日
本
財
団
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、2
0
2
4
年
11
月

に
洋
上
風
力
の
技
能
者
を
訓
練
、育
成

す
る
た
め
の
施
設
で
あ
るN

O
A

 

T
R
A
IN
IN
G

を
、長
崎
市
伊
王
島
に

開
講
し
ま
し
た
。

　
洋
上
で
の
作
業
の
安
全
を
考
え
る
上

で
、私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

1
9
8
8
年
に
北
海
油
田
の
大
規
模
な

火
災
事
故
で
す
。パ
イ
パ
ー
・ア
ル
フ
ァ
と

い
う
石
油
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
大

規
模
な
爆
発
、火
災
が
発
生
し
、1
6
7

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。事
故

の
原
因
分
析
か
ら
は
、多
く
の
教
訓
が
得

ら
れ
、特
に
石
油
・
ガ
ス
産
業
に
お
け
る

安
全
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。主
な
事
故
の
原
因
は
、作
業
許

可
手
続
き
の
不
備
、緊
急
対
応
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、安
全
文
化
の
欠
如
で
し
た
。

企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、作
業
手
順
書

の
整
備
と
運
用
の
徹
底
、緊
急
対
応
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、現
場
で
働
く
人
た
ち
の
訓

練
を
通
じ
た
安
全
文
化
の
醸
成
が
必
要

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、 

安
全
文
化
を
構
築

し
、従
業
員
が
安
全
を
最
優
先
に
考
え

行
動
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
結
論
付
け
ら
れ
、石
油

業
界
主
導
で
共
通
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基

準
と
安
全
規
制
を
策
定
し
、労
働
者
の

安
全
と
技
術
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
るO

ffshore  Petroleum  

Industry  Training  O
rganization

（
以
下
、O
P
I
T
O
）が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
O
P
I
T
O
は
、安
全
性
や
技
能
の

向
上
を
目
指
し
、業
界
全
体
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
標
準
を
策
定
し
、認
定
機
関
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。現
在
は
世
界
中
で

O
P
I
T
O
認
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
お
り
、石
油
お
よ
び
ガ
ス
業
界

の
労
働
者
に
と
っ
て
標
準
的
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、日
本
で
は
ま
だ

黎
明
期
で
あ
り
、実
際
に
運
転
を
行
っ
て

い
る
風
力
発
電
所
は
北
海
道
石
狩
湾
新

港
、秋
田
港
、能
代
港
等
、数
箇
所
に

限
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

洋上風力発電に関わる
人材育成の取り組み

特定非営利活動法人 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会
理事・訓練施設長　松尾 博志

し
た
。NO

A

 T
R
A
IN
IN
G

で
は
、

表
２
の
よ
う
に
洋
上
風
力
の
現
場
で
働

く
技
能
者
の
安
全
に
関
わ
る
訓
練
を

2
0
2
4
年
の
11
月
か
ら
提
供
し
、年
間

1
千
人
の
技
能
者
の
育
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

に
は
6
名

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。元
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
出
身
で
、防
衛
省
の
海
将
補
を

務
め
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、長
年
救

急
救
助
の
現
場
で
活
躍
し
て
き
た
救
急

救
命
士
、元
海
上
保
安
官
、造
船
技
術

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
有

し
て
お
り
、専
門
性
を
活
か
し
た
訓
練
を

提
供
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、新
た
に「
技
能
訓
練
棟
」を
建
設
し
、

電
気
・
機
械
・
油
圧
・ボ
ル
ト
締
結
・
据
付

に
関
す
る
技
能
的
な
訓
練
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
6
年
度
に
は
、実
際
の

洋
上
風
力
の
現
場
と
同
じ
環
境
で
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
の
洋
上
タ
ワ
ー
を
長

崎
市
高
島
沖
に
建
設
し
、実
際
の
ア
ク
セ

ス
船
も
建
造
し
た
上
で
、洋
上
で
の
風
車

へ
の
乗
り
移
り
の
訓
練
や
、動
揺
す
る
ア

ク
セ
ス
船
か
ら
タ
ワ
ー
へ
安
全
に
荷
物
を

上
げ
下
ろ
し
す
る
訓
練
な
ど
、よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

図
５
に
示
す
洋
上
タ
ワ
ー
は
、技
能
者
の

育
成
の
た
め
に
建
設
す
る
も
の
で
す
が
、

場
所
は
前
述
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
船
や
水

中
機
器
等
の
研
究
開
発
や
実
験
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　   

今
後
の
展
望

　　
こ
こ
ま
で
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る

リ
ス
ク
と
、安
全
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、先
行
す
る
欧
州
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。欧
州

の
洋
上
風
力
業
界
で
の
事
故
件
数
は
、

毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
6
年
以
降
、死
者
は
一
人
も
出

し
て
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
危
険
度
が
高

い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
洋
上
の
作
業
で

す
が
、訓
練
を
通
じ
た
個
々
の
ス
キ
ル
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
、事
故
は
減
ら
せ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本
に

お
い
て
も
、質
の
高
い
訓
練
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、洋
上
風
力
発
電
産
業
に
お

け
る
事
故
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
高
度
な
工
学
的
な
知

識
を
持
ち
、洋
上
風
車
の
ト
ラ
ブ
ル
シュ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、故
障
予
知
、点
検
業
務
、

R
O
V（Rem

otely  O
pe
rated  

V
eh
ic
le

、遠
隔
操
作
で
動
く
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
）の
操
作
や
管
理
等
に
精
通
す
る

高
度
技
能
者
の
育
成
や
技
術
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
海

洋
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

日
本
の
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、今
後
も
当
会
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

1

2

3

Profile

長崎県長崎市出身。長崎県立長崎東高校卒業
後、東京大学理科１類に進学、工学部船舶海洋工
学科、及び大学院環境海洋工学専攻を修了。大学
院卒業後は（株）野村総合研究所で10年間、経営
コンサルタントとして、大手製造業の経営計画の策
定などの業務を行った。2011年に東京で東日本大
震災を経験し、福島原子力発電所の事故を見たこ
とで、再生可能エネルギーの重要性が高まると考
え、洋上風力発電や潮流発電等の海洋再生可能
エネルギーの導入に向けて活動を行うために、震災
の翌年の2012年に東京から地元長崎市にUター
ンして活動を開始した。現在はNPO法人長崎海洋
産業クラスター形成推進協議会の理事、洋上風力
技能者向け訓練施設の施設長、長崎海洋アカデ
ミーの講師を務める。

特定非営利活動法人
長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

理事・訓練施設長　松尾 博志
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長崎だより 長崎だより

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

図３：洋上風力の技能者を育成するNOA TRAINING

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

図４：GWO安全トレーニング 表１：長崎海洋アカデミーの研修内容
コース 期間 内容

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

半日・入門

総論

事業開発

ウィンドファーム認証と保険

浮体式洋上風力発電

風況観測・解析

洋上施工

EPCプロジェクトマネジメント

洋上風力のHSE

送電システム

五島オンサイト

初めて学ぶ方を対象とした内容。

俯瞰的に幅広く洋上風力を学ぶ。

プロジェクト管理、業務遂行知識を学ぶ。

認証、保険、ファイナンスを学ぶ。

日本で有望は浮体式を詳しく学ぶ。

発電力の推計に必要な風況解析を学ぶ。

洋上での施工方法、船舶、機材を学ぶ。

建設工事管理をグループワーク中心で学ぶ。

安全管理、規則等について学ぶ。

海底ケーブル、送電システムの設計、施工、保守。

五島市の浮体式風車の見学等。

半日

2日間

1日間

い
て
は
当
会
と
日
本
海
事
協
会
や
国
内

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、金
融
会
社

等
と
協
力
し
、日
本
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
し
、研
修
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

 N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

が

　

 

取
り
組
む
技
能
者
の
育
成

　　
こ
れ
か
ら
実
際
の
洋
上
風
力
発
電
所

の
建
設
や
運
転
保
守
が
始
ま
り
、洋
上

の
現
場
で
の
仕
事
を
行
う
技
能
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
内
に
は
洋
上

風
力
発
電
に
関
わ
る
技
能
者
が
2
千
人

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風

力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
、2
0
3
0

年
に
約
9
千
人
、2
0
4
0
年
に
約
2
万

4
千
人
の
技
能
者
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。当
会
は
、日
本
財
団
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、2
0
2
4
年
11
月

に
洋
上
風
力
の
技
能
者
を
訓
練
、育
成

す
る
た
め
の
施
設
で
あ
るN

O
A

 

T
R
A
IN
IN
G

を
、長
崎
市
伊
王
島
に

開
講
し
ま
し
た
。

　
洋
上
で
の
作
業
の
安
全
を
考
え
る
上

で
、私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

1
9
8
8
年
に
北
海
油
田
の
大
規
模
な

火
災
事
故
で
す
。パ
イ
パ
ー
・ア
ル
フ
ァ
と

い
う
石
油
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
大

規
模
な
爆
発
、火
災
が
発
生
し
、1
6
7

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。事
故

の
原
因
分
析
か
ら
は
、多
く
の
教
訓
が
得

ら
れ
、特
に
石
油
・
ガ
ス
産
業
に
お
け
る

安
全
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。主
な
事
故
の
原
因
は
、作
業
許

可
手
続
き
の
不
備
、緊
急
対
応
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、安
全
文
化
の
欠
如
で
し
た
。

企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、作
業
手
順
書

の
整
備
と
運
用
の
徹
底
、緊
急
対
応
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、現
場
で
働
く
人
た
ち
の
訓

練
を
通
じ
た
安
全
文
化
の
醸
成
が
必
要

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、 

安
全
文
化
を
構
築

し
、従
業
員
が
安
全
を
最
優
先
に
考
え

行
動
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
結
論
付
け
ら
れ
、石
油

業
界
主
導
で
共
通
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基

準
と
安
全
規
制
を
策
定
し
、労
働
者
の

安
全
と
技
術
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
るO

ffshore  Petroleum  

Industry  Training  O
rganization

（
以
下
、O
P
I
T
O
）が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
O
P
I
T
O
は
、安
全
性
や
技
能
の

向
上
を
目
指
し
、業
界
全
体
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
標
準
を
策
定
し
、認
定
機
関
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。現
在
は
世
界
中
で

O
P
I
T
O
認
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
お
り
、石
油
お
よ
び
ガ
ス
業
界

の
労
働
者
に
と
っ
て
標
準
的
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、日
本
で
は
ま
だ

黎
明
期
で
あ
り
、実
際
に
運
転
を
行
っ
て

い
る
風
力
発
電
所
は
北
海
道
石
狩
湾
新

港
、秋
田
港
、能
代
港
等
、数
箇
所
に

限
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

こ
れ
ま
で
に
洋
上
で
の
事
故
は
発
生
し
て

お
り
、対
策
が
必
要
で
す
。例
え
ば
、実
証

実
験
で
す
が
、福
島
県
沖
の
浮
体
式
洋

上
風
力
発
電
で
は
、ア
ク
セ
ス
船
か
ら
風

車
に
乗
り
移
る
際
に
作
業
員
の
足
が
船

と
風
車
の
間
に
挟
ま
り
骨
折
す
る
事
故

が
2
0
1
8
年
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、秋
田
県
能
代
港
の
洋
上
風
力
発

電
所
で
は
、ア
ク
セ
ス
船
を
減
速
さ
せ
な

が
ら
風
車
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
と
こ
ろ

を
、ア
ク
セ
ス
船
の
操
船
者
が
操
縦
を
誤

り
加
速
し
な
が
ら
風
車
に
衝
突
す
る
と

い
う
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、石
油
ガ
ス
産
業
に
限
ら
ず
、洋
上

風
力
発
電
産
業
に
お
い
て
も
、作
業
の
現

場
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
す
。石
油
ガ
ス

業
界
が
O
P
I
T
O
を
設
立
し
、安
全

訓
練
基
準
を
策
定
し
た
の
と
同
様
に
、

洋
上
風
力
発
電
業
界
に
お
い
て
も
民
間

主
導
に
よ
り
デ
ン
マ
ー
ク
を
本
部
に
し
た

G
loba

l  W
ind  O

rgan
ization

（
以
下
G
W
O
）が
2
0
1
2
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。風
力
発
電
業
界
の
主
要

な
事
業
者（
風
力
タ
ー
ビ
ン
メ
ー
カ
ー
や
、

発
電
事
業
者
な
ど
）が
協
力
し
、世
界
中

の
風
力
発
電
に
従
事
す
る
人
々
が
同
じ

標
準
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、安
全
な
作
業
環
境
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
G
W
O
を

設
立
し
、国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
安
全
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
準
を
策
定
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、風
力
タ
ー
ビ
ン
の
設
置
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
技
術
的
ス
キ
ル

の
基
礎
を
学
ぶ
基
本
技
能
訓
練（
機
械
、

電
気
、油
圧
、ボ
ル
ト
締
結
な
ど
）も
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、G
W
O
認
定
の
訓
練
施
設
は
、

世
界
中
で
5
0
0
箇
所
以
上
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。英
国
に
は
50
箇
所
以
上
の
訓

練
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

日
本
で
は
G
W
O
認
定
の
訓
練
所
は

10
箇
所
程
度
と
限
ら
れ
て
お
り
、海
難

訓
練
を
行
う
た
め
の
プ
ー
ル
等
の
施
設

を
併
設
し
て
洋
上
訓
練
も
実
施
で
き
る

訓
練
所
は
５
箇
所
程
度
に
と
ど
ま
り
ま

す
。前
述
の
通
り
、2
0
3
0
年
ま
で
に

は
約
9
千
人
の
技
能
者
が
必
要
に
な
る

た
め
、よ
り
多
く
の
受
講
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
日
本
財
団
は
当
会
を
助
成
し
、

N
O
A

 T
RA
IN
IN
G

が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。NO

A

 T
R
A
IN
IN
G

で
は
、

表
２
の
よ
う
に
洋
上
風
力
の
現
場
で
働

く
技
能
者
の
安
全
に
関
わ
る
訓
練
を

2
0
2
4
年
の
11
月
か
ら
提
供
し
、年
間

1
千
人
の
技
能
者
の
育
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

に
は
6
名

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。元
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
出
身
で
、防
衛
省
の
海
将
補
を

務
め
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、長
年
救

急
救
助
の
現
場
で
活
躍
し
て
き
た
救
急

救
命
士
、元
海
上
保
安
官
、造
船
技
術

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
有

し
て
お
り
、専
門
性
を
活
か
し
た
訓
練
を

提
供
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、新
た
に「
技
能
訓
練
棟
」を
建
設
し
、

電
気
・
機
械
・
油
圧
・ボ
ル
ト
締
結
・
据
付

に
関
す
る
技
能
的
な
訓
練
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
6
年
度
に
は
、実
際
の

洋
上
風
力
の
現
場
と
同
じ
環
境
で
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
の
洋
上
タ
ワ
ー
を
長

崎
市
高
島
沖
に
建
設
し
、実
際
の
ア
ク
セ

ス
船
も
建
造
し
た
上
で
、洋
上
で
の
風
車

へ
の
乗
り
移
り
の
訓
練
や
、動
揺
す
る
ア

ク
セ
ス
船
か
ら
タ
ワ
ー
へ
安
全
に
荷
物
を

上
げ
下
ろ
し
す
る
訓
練
な
ど
、よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

図
５
に
示
す
洋
上
タ
ワ
ー
は
、技
能
者
の

育
成
の
た
め
に
建
設
す
る
も
の
で
す
が
、

場
所
は
前
述
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
船
や
水

中
機
器
等
の
研
究
開
発
や
実
験
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　   

今
後
の
展
望

　　
こ
こ
ま
で
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る

リ
ス
ク
と
、安
全
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、先
行
す
る
欧
州
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。欧
州

の
洋
上
風
力
業
界
で
の
事
故
件
数
は
、

毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
6
年
以
降
、死
者
は
一
人
も
出

し
て
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
危
険
度
が
高

い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
洋
上
の
作
業
で

す
が
、訓
練
を
通
じ
た
個
々
の
ス
キ
ル
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
、事
故
は
減
ら
せ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本
に

お
い
て
も
、質
の
高
い
訓
練
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、洋
上
風
力
発
電
産
業
に
お

け
る
事
故
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
高
度
な
工
学
的
な
知

識
を
持
ち
、洋
上
風
車
の
ト
ラ
ブ
ル
シュ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、故
障
予
知
、点
検
業
務
、

R
O
V（Rem

otely  O
pe
rated  

V
eh
ic
le

、遠
隔
操
作
で
動
く
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
）の
操
作
や
管
理
等
に
精
通
す
る

高
度
技
能
者
の
育
成
や
技
術
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
海

洋
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

日
本
の
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、今
後
も
当
会
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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長崎だより 長崎だより

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

図３：洋上風力の技能者を育成するNOA TRAINING

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

図４：GWO安全トレーニング 表１：長崎海洋アカデミーの研修内容
コース 期間 内容

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

半日・入門

総論

事業開発

ウィンドファーム認証と保険

浮体式洋上風力発電

風況観測・解析

洋上施工

EPCプロジェクトマネジメント

洋上風力のHSE

送電システム

五島オンサイト

初めて学ぶ方を対象とした内容。

俯瞰的に幅広く洋上風力を学ぶ。

プロジェクト管理、業務遂行知識を学ぶ。

認証、保険、ファイナンスを学ぶ。

日本で有望は浮体式を詳しく学ぶ。

発電力の推計に必要な風況解析を学ぶ。

洋上での施工方法、船舶、機材を学ぶ。

建設工事管理をグループワーク中心で学ぶ。

安全管理、規則等について学ぶ。

海底ケーブル、送電システムの設計、施工、保守。

五島市の浮体式風車の見学等。

半日

2日間

1日間

い
て
は
当
会
と
日
本
海
事
協
会
や
国
内

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、金
融
会
社

等
と
協
力
し
、日
本
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
し
、研
修
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

 N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

が

　

 

取
り
組
む
技
能
者
の
育
成

　　
こ
れ
か
ら
実
際
の
洋
上
風
力
発
電
所

の
建
設
や
運
転
保
守
が
始
ま
り
、洋
上

の
現
場
で
の
仕
事
を
行
う
技
能
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
内
に
は
洋
上

風
力
発
電
に
関
わ
る
技
能
者
が
2
千
人

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風

力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
、2
0
3
0

年
に
約
9
千
人
、2
0
4
0
年
に
約
2
万

4
千
人
の
技
能
者
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。当
会
は
、日
本
財
団
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、2
0
2
4
年
11
月

に
洋
上
風
力
の
技
能
者
を
訓
練
、育
成

す
る
た
め
の
施
設
で
あ
るN

O
A

 

T
R
A
IN
IN
G

を
、長
崎
市
伊
王
島
に

開
講
し
ま
し
た
。

　
洋
上
で
の
作
業
の
安
全
を
考
え
る
上

で
、私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

1
9
8
8
年
に
北
海
油
田
の
大
規
模
な

火
災
事
故
で
す
。パ
イ
パ
ー
・ア
ル
フ
ァ
と

い
う
石
油
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
大

規
模
な
爆
発
、火
災
が
発
生
し
、1
6
7

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。事
故

の
原
因
分
析
か
ら
は
、多
く
の
教
訓
が
得

ら
れ
、特
に
石
油
・
ガ
ス
産
業
に
お
け
る

安
全
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。主
な
事
故
の
原
因
は
、作
業
許

可
手
続
き
の
不
備
、緊
急
対
応
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、安
全
文
化
の
欠
如
で
し
た
。

企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、作
業
手
順
書

の
整
備
と
運
用
の
徹
底
、緊
急
対
応
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、現
場
で
働
く
人
た
ち
の
訓

練
を
通
じ
た
安
全
文
化
の
醸
成
が
必
要

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、 

安
全
文
化
を
構
築

し
、従
業
員
が
安
全
を
最
優
先
に
考
え

行
動
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
結
論
付
け
ら
れ
、石
油

業
界
主
導
で
共
通
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基

準
と
安
全
規
制
を
策
定
し
、労
働
者
の

安
全
と
技
術
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
るO

ffshore  Petroleum  

Industry  Training  O
rganization

（
以
下
、O
P
I
T
O
）が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
O
P
I
T
O
は
、安
全
性
や
技
能
の

向
上
を
目
指
し
、業
界
全
体
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
標
準
を
策
定
し
、認
定
機
関
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。現
在
は
世
界
中
で

O
P
I
T
O
認
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
お
り
、石
油
お
よ
び
ガ
ス
業
界

の
労
働
者
に
と
っ
て
標
準
的
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、日
本
で
は
ま
だ

黎
明
期
で
あ
り
、実
際
に
運
転
を
行
っ
て

い
る
風
力
発
電
所
は
北
海
道
石
狩
湾
新

港
、秋
田
港
、能
代
港
等
、数
箇
所
に

限
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

こ
れ
ま
で
に
洋
上
で
の
事
故
は
発
生
し
て

お
り
、対
策
が
必
要
で
す
。例
え
ば
、実
証

実
験
で
す
が
、福
島
県
沖
の
浮
体
式
洋

上
風
力
発
電
で
は
、ア
ク
セ
ス
船
か
ら
風

車
に
乗
り
移
る
際
に
作
業
員
の
足
が
船

と
風
車
の
間
に
挟
ま
り
骨
折
す
る
事
故

が
2
0
1
8
年
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、秋
田
県
能
代
港
の
洋
上
風
力
発

電
所
で
は
、ア
ク
セ
ス
船
を
減
速
さ
せ
な

が
ら
風
車
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
と
こ
ろ

を
、ア
ク
セ
ス
船
の
操
船
者
が
操
縦
を
誤

り
加
速
し
な
が
ら
風
車
に
衝
突
す
る
と

い
う
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、石
油
ガ
ス
産
業
に
限
ら
ず
、洋
上

風
力
発
電
産
業
に
お
い
て
も
、作
業
の
現

場
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
す
。石
油
ガ
ス

業
界
が
O
P
I
T
O
を
設
立
し
、安
全

訓
練
基
準
を
策
定
し
た
の
と
同
様
に
、

洋
上
風
力
発
電
業
界
に
お
い
て
も
民
間

主
導
に
よ
り
デ
ン
マ
ー
ク
を
本
部
に
し
た

G
loba

l  W
ind  O

rgan
ization

（
以
下
G
W
O
）が
2
0
1
2
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。風
力
発
電
業
界
の
主
要

な
事
業
者（
風
力
タ
ー
ビ
ン
メ
ー
カ
ー
や
、

発
電
事
業
者
な
ど
）が
協
力
し
、世
界
中

の
風
力
発
電
に
従
事
す
る
人
々
が
同
じ

標
準
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、安
全
な
作
業
環
境
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
G
W
O
を

設
立
し
、国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
安
全
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
準
を
策
定
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、風
力
タ
ー
ビ
ン
の
設
置
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
技
術
的
ス
キ
ル

の
基
礎
を
学
ぶ
基
本
技
能
訓
練（
機
械
、

電
気
、油
圧
、ボ
ル
ト
締
結
な
ど
）も
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、G
W
O
認
定
の
訓
練
施
設
は
、

世
界
中
で
5
0
0
箇
所
以
上
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。英
国
に
は
50
箇
所
以
上
の
訓

練
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

日
本
で
は
G
W
O
認
定
の
訓
練
所
は

10
箇
所
程
度
と
限
ら
れ
て
お
り
、海
難

訓
練
を
行
う
た
め
の
プ
ー
ル
等
の
施
設

を
併
設
し
て
洋
上
訓
練
も
実
施
で
き
る

訓
練
所
は
５
箇
所
程
度
に
と
ど
ま
り
ま

す
。前
述
の
通
り
、2
0
3
0
年
ま
で
に

は
約
9
千
人
の
技
能
者
が
必
要
に
な
る

た
め
、よ
り
多
く
の
受
講
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
日
本
財
団
は
当
会
を
助
成
し
、

N
O
A

 T
RA
IN
IN
G

が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。NO

A

 T
R
A
IN
IN
G

で
は
、

表
２
の
よ
う
に
洋
上
風
力
の
現
場
で
働

く
技
能
者
の
安
全
に
関
わ
る
訓
練
を

2
0
2
4
年
の
11
月
か
ら
提
供
し
、年
間

1
千
人
の
技
能
者
の
育
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

に
は
6
名

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。元
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
出
身
で
、防
衛
省
の
海
将
補
を

務
め
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、長
年
救

急
救
助
の
現
場
で
活
躍
し
て
き
た
救
急

救
命
士
、元
海
上
保
安
官
、造
船
技
術

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
有

し
て
お
り
、専
門
性
を
活
か
し
た
訓
練
を

提
供
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、新
た
に「
技
能
訓
練
棟
」を
建
設
し
、

電
気
・
機
械
・
油
圧
・ボ
ル
ト
締
結
・
据
付

に
関
す
る
技
能
的
な
訓
練
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
6
年
度
に
は
、実
際
の

洋
上
風
力
の
現
場
と
同
じ
環
境
で
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
の
洋
上
タ
ワ
ー
を
長

崎
市
高
島
沖
に
建
設
し
、実
際
の
ア
ク
セ

ス
船
も
建
造
し
た
上
で
、洋
上
で
の
風
車

へ
の
乗
り
移
り
の
訓
練
や
、動
揺
す
る
ア

ク
セ
ス
船
か
ら
タ
ワ
ー
へ
安
全
に
荷
物
を

上
げ
下
ろ
し
す
る
訓
練
な
ど
、よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

図
５
に
示
す
洋
上
タ
ワ
ー
は
、技
能
者
の

育
成
の
た
め
に
建
設
す
る
も
の
で
す
が
、

場
所
は
前
述
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
船
や
水

中
機
器
等
の
研
究
開
発
や
実
験
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　   

今
後
の
展
望

　　
こ
こ
ま
で
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る

リ
ス
ク
と
、安
全
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、先
行
す
る
欧
州
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。欧
州

の
洋
上
風
力
業
界
で
の
事
故
件
数
は
、

毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
6
年
以
降
、死
者
は
一
人
も
出

し
て
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
危
険
度
が
高

い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
洋
上
の
作
業
で

す
が
、訓
練
を
通
じ
た
個
々
の
ス
キ
ル
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
、事
故
は
減
ら
せ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本
に

お
い
て
も
、質
の
高
い
訓
練
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、洋
上
風
力
発
電
産
業
に
お

け
る
事
故
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
高
度
な
工
学
的
な
知

識
を
持
ち
、洋
上
風
車
の
ト
ラ
ブ
ル
シュ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、故
障
予
知
、点
検
業
務
、

R
O
V（Rem

otely  O
pe
rated  

V
eh
ic
le

、遠
隔
操
作
で
動
く
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
）の
操
作
や
管
理
等
に
精
通
す
る

高
度
技
能
者
の
育
成
や
技
術
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
海

洋
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

日
本
の
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、今
後
も
当
会
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

4
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長崎だより

表２：NOA TRAININGが提供する訓練

訓練名
2024年11月開講

内容
基本安全訓練　シーサバイバル
基本安全訓練　高所作業
基本安全訓練　応急処置
基本安全訓練　防火消火
基本安全訓練　マニュアルハンドリング
アドバンスト・レスキュー訓練
エンハンスト・ファーストエイド訓練

船から風車への乗り移り、落水時の対応等。
ハシゴの昇降、高所からの退避、救助等。
傷病者への迅速な対応等。
防火施設の理解、消火行動、退避行動等。
重量物の搬送に関わるリスク評価と対応等。
傷病者の救助、担架への固定、上げ下ろし等。
傷病者への迅速な対応、専用器具の使用等。

2026年3月開講予定

基本技能訓練
スリンガーシグナラー

電気・機械・油圧・ボルト締結・据え付け。
玉掛手合図。

出典：長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

図５：2026年度に完成予定の訓練用の洋上タワーとアクセス船

訓練名 内容

い
て
は
当
会
と
日
本
海
事
協
会
や
国
内

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、金
融
会
社

等
と
協
力
し
、日
本
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
し
、研
修
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

 N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

が

　

 

取
り
組
む
技
能
者
の
育
成

　　
こ
れ
か
ら
実
際
の
洋
上
風
力
発
電
所

の
建
設
や
運
転
保
守
が
始
ま
り
、洋
上

の
現
場
で
の
仕
事
を
行
う
技
能
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
内
に
は
洋
上

風
力
発
電
に
関
わ
る
技
能
者
が
2
千
人

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
風

力
発
電
協
会
の
推
計
で
は
、2
0
3
0

年
に
約
9
千
人
、2
0
4
0
年
に
約
2
万

4
千
人
の
技
能
者
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。当
会
は
、日
本
財
団
の
全
面

的
な
支
援
を
受
け
、2
0
2
4
年
11
月

に
洋
上
風
力
の
技
能
者
を
訓
練
、育
成

す
る
た
め
の
施
設
で
あ
るN

O
A

 

T
R
A
IN
IN
G

を
、長
崎
市
伊
王
島
に

開
講
し
ま
し
た
。

　
洋
上
で
の
作
業
の
安
全
を
考
え
る
上

で
、私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

1
9
8
8
年
に
北
海
油
田
の
大
規
模
な

火
災
事
故
で
す
。パ
イ
パ
ー
・ア
ル
フ
ァ
と

い
う
石
油
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
大

規
模
な
爆
発
、火
災
が
発
生
し
、1
6
7

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。事
故

の
原
因
分
析
か
ら
は
、多
く
の
教
訓
が
得

ら
れ
、特
に
石
油
・
ガ
ス
産
業
に
お
け
る

安
全
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。主
な
事
故
の
原
因
は
、作
業
許

可
手
続
き
の
不
備
、緊
急
対
応
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、安
全
文
化
の
欠
如
で
し
た
。

企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、作
業
手
順
書

の
整
備
と
運
用
の
徹
底
、緊
急
対
応
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、現
場
で
働
く
人
た
ち
の
訓

練
を
通
じ
た
安
全
文
化
の
醸
成
が
必
要

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、 

安
全
文
化
を
構
築

し
、従
業
員
が
安
全
を
最
優
先
に
考
え

行
動
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
結
論
付
け
ら
れ
、石
油

業
界
主
導
で
共
通
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基

準
と
安
全
規
制
を
策
定
し
、労
働
者
の

安
全
と
技
術
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
るO

ffshore  Petroleum  

Industry  Training  O
rganization

（
以
下
、O
P
I
T
O
）が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
O
P
I
T
O
は
、安
全
性
や
技
能
の

向
上
を
目
指
し
、業
界
全
体
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
標
準
を
策
定
し
、認
定
機
関
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。現
在
は
世
界
中
で

O
P
I
T
O
認
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
お
り
、石
油
お
よ
び
ガ
ス
業
界

の
労
働
者
に
と
っ
て
標
準
的
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、日
本
で
は
ま
だ

黎
明
期
で
あ
り
、実
際
に
運
転
を
行
っ
て

い
る
風
力
発
電
所
は
北
海
道
石
狩
湾
新

港
、秋
田
港
、能
代
港
等
、数
箇
所
に

限
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

し
た
。NO

A

 T
R
A
IN
IN
G

で
は
、

表
２
の
よ
う
に
洋
上
風
力
の
現
場
で
働

く
技
能
者
の
安
全
に
関
わ
る
訓
練
を

2
0
2
4
年
の
11
月
か
ら
提
供
し
、年
間

1
千
人
の
技
能
者
の
育
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　N
O
A

 T
R
A
IN
IN
G

に
は
6
名

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。元
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
出
身
で
、防
衛
省
の
海
将
補
を

務
め
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、長
年
救

急
救
助
の
現
場
で
活
躍
し
て
き
た
救
急

救
命
士
、元
海
上
保
安
官
、造
船
技
術

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
有

し
て
お
り
、専
門
性
を
活
か
し
た
訓
練
を

提
供
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、新
た
に「
技
能
訓
練
棟
」を
建
設
し
、

電
気
・
機
械
・
油
圧
・ボ
ル
ト
締
結
・
据
付

に
関
す
る
技
能
的
な
訓
練
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
6
年
度
に
は
、実
際
の

洋
上
風
力
の
現
場
と
同
じ
環
境
で
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
の
洋
上
タ
ワ
ー
を
長

崎
市
高
島
沖
に
建
設
し
、実
際
の
ア
ク
セ

ス
船
も
建
造
し
た
上
で
、洋
上
で
の
風
車

へ
の
乗
り
移
り
の
訓
練
や
、動
揺
す
る
ア

ク
セ
ス
船
か
ら
タ
ワ
ー
へ
安
全
に
荷
物
を

上
げ
下
ろ
し
す
る
訓
練
な
ど
、よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

図
５
に
示
す
洋
上
タ
ワ
ー
は
、技
能
者
の

育
成
の
た
め
に
建
設
す
る
も
の
で
す
が
、

場
所
は
前
述
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
船
や
水

中
機
器
等
の
研
究
開
発
や
実
験
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　   

今
後
の
展
望

　　
こ
こ
ま
で
、洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る

リ
ス
ク
と
、安
全
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、先
行
す
る
欧
州
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。欧
州

の
洋
上
風
力
業
界
で
の
事
故
件
数
は
、

毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
6
年
以
降
、死
者
は
一
人
も
出

し
て
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
危
険
度
が
高

い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
洋
上
の
作
業
で

す
が
、訓
練
を
通
じ
た
個
々
の
ス
キ
ル
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
、事
故
は
減
ら
せ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本
に

お
い
て
も
、質
の
高
い
訓
練
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、洋
上
風
力
発
電
産
業
に
お

け
る
事
故
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
高
度
な
工
学
的
な
知

識
を
持
ち
、洋
上
風
車
の
ト
ラ
ブ
ル
シュ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、故
障
予
知
、点
検
業
務
、

R
O
V（Rem

otely  O
pe
rated  

V
eh
ic
le

、遠
隔
操
作
で
動
く
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
）の
操
作
や
管
理
等
に
精
通
す
る

高
度
技
能
者
の
育
成
や
技
術
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
海

洋
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

日
本
の
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、今
後
も
当
会
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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2025年版九州経済白書説明会

事業承継から描く九州の未来
～適切な新陳代謝による生産性革命への挑戦～

参加無料

参加をご希望のお客さまは、上記各会場の申込先QRコードからお申し込みください。

※説明会当日は、2025年版九州経済白書を会場特別価格2,500円（通常価格3,300円）税込にて販売します。

【お問合わせ】 (公財）九州経済調査協会 総務企画部　担当：牟田・加峯
TEL.092-721-4909  E-mail: hakusho@kerc.or.jp

主催・共催・後援 説明者 申込先申込締切 定員会場・住所日　時地 区

福
　岡

北
九
州

長
　崎

佐
世
保

　今回の九州経済白書のテーマは「事業承継」です。人口減少や高齢化の進行で域内市場が縮小する
中、後継者不足により、黒字企業でも次世代に継がれず廃業する事例が増加しています。一方、新規創業
は地域経済を活性化させますが、業種の偏りが課題です。既存企業の承継が地域の安定と成長に重要であ
り、九州企業の事業承継やＭ＆Ａの現状を分析しています。また事業承継の成功事例や支援機関への取材
を通して、九州地域が「大廃業時代」を乗り越え、生産性向上と持続的な成長を実現する道筋を探ります。

ふくおかフィナンシャルグループ
福岡銀行

福岡商工会議所
九州経済調査協会

ふくおかフィナンシャルグループ
福岡銀行

北九州商工会議所
九州経済調査協会

ふくおかフィナンシャルグループ
十八親和銀行
長崎経済研究所
九州経済調査協会

【後援】長崎経済同友会

ふくおかフィナンシャルグループ
十八親和銀行
佐世保商工会議所
九州経済調査協会

【後援】長崎経済同友会

松尾  厚

調査研究部
主任研究員

片山 礼二郎

調査研究部
部長

福岡会場

北九州会場

長崎会場

佐世保会場

2月7日（金）
13：30～15：00

3月5日（水）
13：30～15：00

2月13日（木）
13：30～15：00

2月20日（木）
13：30～15：00

2月6日（木）
13：00

300名

100名

100名

50名

3月4日（火）
13：00

2月12日（水）
13：00

2月19日（水）
13：00

検索九州経済白書

１.
２.

３.
４.

九州地域における事業承継の現状と企業組織の変化
事業承継・Ｍ＆Aの従業員の評価とエンゲージメント
への影響
事業承継を契機に描く新たな成長戦略
事業組織構造のリデザインと生産性革命に向けて

1章  農業
2章  建設業

3章  製造業
4章  地域密着のサービス業

総 論

各 論

※聴講は無料です。

FFGホール
福岡市中央区天神
２丁目１３-１

福岡銀行本店地下

FFG佐世保ビル
4Fセミナールーム
佐世保市三浦町１-２６

十八親和銀行本店
10F講堂

長崎市銅座町1-11

FFG北九州本社ビル
6F講堂

北九州市小倉北区
堺町２丁目２-１８
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